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平成27年度 宇治中学校ブロック小中一貫教育

教育目標 めざす子ども像

ふるさと宇治を愛し、みらいを展望し、たくましく生きる児童生徒

の育成

ともに学び、考える児童生徒

たくましく生きる児童生徒

笑顔を大切にする児童生徒

推進組織 校長会 事務局（校長・教頭・コーディネーター） ９専門部会

取組の実際 交流・連携部会
○クラブフェスティバル(12/12)

ふるさと宇治２１で部活動体験をスタン

プラ リー形式で実施。

○吹奏楽部・鼓隊合同練習(6/27)

宇治中吹奏楽部と菟道小鼓隊クラブが

ベーシックトレーニングを実施。

○駅伝合同練習(11/5)

各小学校にて、宇治中陸上部との合同

練習を実施。

教育相談・特別支援教育部会
○小中合同保護者懇談会(11/20)

保護者の方々の悩みや不安に耳を傾

け、教師自身の子育て体験なども交流

しながら懇談が進められた。

特別活動部会
○新入生体験入学(11/11)

中学校生徒会本部役員がすべてを

運営した。小学校からの要望を可能

な限り受け入れて実施した。

○活動内容交流

年間を通した二小一中の特別活動

（集団行動・仲間作り）の交流をした。

生徒指導部会
○問題行動の交流

○生活実態アンケートの交流

○生活規律・授業規律の交流

○６年生児童の実態交流

宇治学部会
○公開授業の実施(11/20)

宇治中で「共生プロジェクト」の授業を公

開した。事前研・事後研も行った。

○課題検討

宇治学の小・中の接続のカリキュラムを

どのようにすべきかを考えることができた。

人権・道徳部会
○公開授業の実施(11/30)

宇治中で道徳の公開授業を行った。

○各校の道徳の実践について交流をし

た。

授業づくり部会
○公開授業の実施(11/19)

菟二小で国語科「すがたをかえる大豆」

の公開授業を行った。事前研・事後研も

活発に行われた。

○授業規律の交流

教室の掲示（話法・聴法）、ハンドサイン、

話型などについての交流を行った。

外国語・英語部会
○公開授業の実施(11/2)

菟道小で「スピーチ活動を活かした授

業改善」をテーマにした公開授業を行

った。事前研・事後研も活発であった。

○英語アンケートの実施

いしずえ学習部会
○学力テストの分析

○宿題の交流

○家庭学習の交流

○いしずえプリントの活用

・４つの専門部会で公開授業とそれに伴う事前研・事後研が実施できた。

・小学生の中学校体験をいろいろな形で実施できた。

・夏季研修会では、スクールカウンセラーから不登校児童生徒が抱える課題について、共通

理解することができた。

・第３回の専門部会の充実については、今後検討を行う必要がある。

・公開授業について関係の教師が参加できるよう今後も十分な配慮を行う。

・校長会、事務局会議、コーディネーター会議の更なる活性化を図る。

・来年度９つの専門部会を６つに再編成し、スタートする。

成果と課題

平成28年度に向けて



平成２７年度 北宇治中学校ブロック小中一貫教育

＝ ＋

めざす子ども像

質の高い学力

○総会

・年４回(６・８・１０・２月)
○合同授業研究会（北小倉小）

○授業参観の取組

・小倉、北小倉小→北宇治中(6月)
・北宇治中→小倉小(１０月)
・北宇治中→北小倉小(１０月)

質の高い授業

○合同講演会（小倉小）
講演「子どもの自立を育む、

前向き子育て」
講師 馬見塚珠生先生

（臨床心理士）
○保護者・地域啓発計画

・家庭学習についての
保護者、地域学習会

教職員研修

平成27年度 研究テーマ
「質の高い学力を目指して、授業改善をすすめる」

・自ら考え、自発的に表現できる子 〔知〕

・人と地域とのつながりの中で豊かな心を育て、

他を大切にする子 (徳）

・運動に親しむことにより、楽しく生活

できる子 〔体）

北宇治中学校ブロックの授業
改善に向けての４つの視点

○ 基礎・基本の学力の定着を図る
（いしずえ学習）→中間層の引上げの重点化

○ 実施校の重点研究を生かす
（自ら学び、自ら考え、表現できる子を
目指す授業）

○ 子ども達の主体的な授業参加を目指す
（学び合う活動・学習意欲を継続させる
授業）

北宇治中学校ﾌﾞﾛｯｸの授業改善の４つの視点 学習意欲

保護者・地域連携

○小学生半日体験入学（１１月）

○児童会・生徒会交流会（１１月）

○合同クリーンキャンペーン(12月)

○小中合同共同募金の取組（１２月）

○書き損じはがき（２月）

児童・生徒交流

授業部 各教科等

３校校長連絡会 （シーズン的活動）

学力部 学力分析係、授業改善係、家庭学習係

企画会議（校長、教頭、コーディネーター） （日常的活動） 学習規律係、特別支援・教相担当係

コーディネーター会議 ⇒「その他の活動」

推進組織

○ 授業規律を維持する

成果 ☆ 新しい組織体制のもと、学力面を中心に小中一貫教育の推進が図れ

た。

課題 ★ 学力充実を中心に、小学校と中学校の連携を一層深めていく。

成果と課題

☆ 系統的・継続的取組を通して、学力充実を中心に小中一貫教育の推進

を図る。

平成28年度に向けて



◇各校コーディネーターが連携し、連絡・調整・共通理解を進め、取組

を計画的に実施することができた。

◇教職員研修では、ブロックの学力分析やそれを踏まえた合同研究授業を３教科領域で実施し、児童生

徒の課題に迫る研究を推進することができた。

◇合同研究授業については、系統的・統一的な指導のあり方を追究する機会として、継続・発展させて

いく。

◇平成２８年度槇島中学校ブロックの授業作りのテーマを「話し合い活動(対話的な学び・主体的な学

び)」に設定し、発達段階に応じた「話し合い」に係る技能の系統表を整理し、児童生徒の授業意欲

を向上させるための授業作りに向けた研究を進めていく。

平成２７年度 槇島中学校ブロック

小中一貫教育
マキシマム・プラン

小中一貫教育目標とめざす子ども像
「豊かな人間性と未来を創造する子どもの育成」

○心身共に健康で、明るく活動する子
○意欲的に学び、深く考え、豊かに表現する子
○地域でつながり、共に支え合い、高め合う子

成果と課題

平成２８年度に向けて

夢・未来会議
（各校校長・教頭・教務主任）

推進組織
コーディネーター会議

小中合同部会

教科部会学力充実部会

○小中合同研修会（６／１７ 槇島中）

○小中合同部会・教科部会（８／１８ 北槇島小）

○小中合同公開授業研究会（１１／２０ 槇島中）

教 職 員 研 修

○陸上運動交歓記録会（１０／９）

○中学生の職場体験（１０／２７～２９）

○小学生の中学校体験入学（１１／１１）

○児童会・生徒会挨拶運動（１２／１，２）

○小中学生主張交流会（３／４）

児童生徒交流

○北槇島小学校区青少年健全育成協議会「夏祭り」（８／１）

○槇島小学校区左義長（１／１６）

○北槇島小学校区餅つき＆クリーン運動（１／２３）

保護者地域連携

取 組



平成27年度 西小倉中学校ブロック小中一貫教育

・校長部会

・教頭部会
・コーディネーター部会

・養護教員部会

・栄養・給食部会

・事務職員部会児童・生徒交流部生徒指導部学力充実向上部

【めざす児童像 】

・ゆたかな表現力と自分の考えを持ち 互いの思いを伝え合う子

・地域とつながり 思いやりの心を大切にする子

・健康に気を付け 自らの目標に向かってがんばる子

【教育目標 】

小中９年間を通して 地域と共に 子ども達の ゆたかな心と 確かな学力をはぐくむ

児童・生徒交流教職員研修

保護者・地域連携

○西小倉中学校体験入学（１２月１日）

・小学生が授業と部活動を通して中学校生活を体験

○小中合同学習会・募金活動

・合同学習会（１２月９日）
「東日本大震災から５年目をむかえて～東北の現状と被災者の思

い～」

・募金活動（１２月１２日） 近鉄小倉駅前

○職場体験

○合同研修会

・夏季合同研修会（８月２１日）

・合同授業研究会後の分科会（１１月１１日）

○合同授業研究会

・西小倉小（１１月１１日）

○フリー参観

・西小倉中（ ６月 ９日）

・南小倉小（１１月２６日）

○地域懇談会

「学校で身に付ける学力 家庭でつける力」

講師 佛教大学 原教授

○「クリーン運動」「地域ふれあいまつり」「夏ま

つり」「もちつき大会」「左義長」等 に中学生が

参加

西小倉中ブロック小中一貫教育推進委員会（校長・教頭・コーディネーター）推進組織

取組の実際

成果と課題
【成果】

・佛教大学の原教授との協同研究を進め、夏季合同研修会や地域懇談会での講演、中学校の研究授

業・事後研への参加等を行った。夏季合同研修会では、「児童・生徒の人間関係力を高めるために」と

いうテーマの講演から、人間関係力と学力はつながりがあることを三校の教職員で共通理解を図るこ

とができた。

・三校の「見える化シート」を作成・分析し、それを用いた夏季合同研修会で、本ブロックの児童・生徒

の特徴を共に理解し、子ども同士、教師同士、子どもと教師が「つながる」ことの重要性を三校の教職

員で再確認できた。

【課題】

・各部会の取組を、整理し、確実に実行する。

・各部担当コーディネーターを中心に、取組の充実や改善を進める。

・今年度三校で共通理解できたことを、より一層深め、取組の具体化を進める。





領域３部会

児童生徒理解部会 学力充実部会

推進委員会

児童生徒交流部会

N･I･S目標 「自立への学びと社会性の育成を推進し心豊かでたくましい人間を育てる」

平成27年度 西宇治中学校区 小中一貫教育

目指す子ども像 推進組織

西宇治中ブロック校長会

コーディネーター会議 ブロック教頭会

児童･生徒交流 保護者・地域交流教職員交流

成果と課題

・朝のあいさつ運動（7・3 月）
・小学校駅伝練習に中学生が合流

(11 月)
・小６の中学校体験入学（11 月)
・特支学級交流(独楽,もちつき等)

平成28年度に向けて
・学力充実に向けたユニバーサルデザインの研修とその取組の実施
・三部会の定例化
・児童・生徒交流の充実
・保護者・地域に向けた情報発信の充実

・ねばり強く
諦めない子

・基本的生活習慣
や健康を配慮

できる子

・温かい心
で助け合う子
・節度をもった
礼儀ある子

・違いを
認めあえる子

・深く考え、よく聴き
意欲的に表明する子

取 組

・合同研修会
6 月 三部会研修（ 6/17）
8 月 夏期研修 （ 8/21）

10 月 研究授業 （10/28）

・NIS だよりの発行
・地域パトロール（夏休み）

〈児童・生徒交流の取組〉
・あいさつ運動

２回→各学期ごとへ
・小小連携

→共通行事小３お茶会交流へ
・児童会と生徒会

→本部懇談会の開催へ

〈学力充実に向けて〉
・教科部会に宇治学と特支学級を
加えて小中協働で研究授業

・小中・小小連携
→成果・課題の整理

・教科連携教員の活用
→外国語活動の充実

・将来の英語教育を見据え
→小学校教員が主体の外国語活
動を中学校英語科と連携研究

・家庭学習定着
→中学校入学前宿題づくり

〈児童･生徒理解の取組〉
・教育相談･特別支援に関
する連携が日常的に！

・特別支援学級の交流
→コマ、餅つき等、児
童生徒間のつながり

・生徒理解
→会議設定を！



・児童生徒理解部会

・外国語活動・英語部会

・学力充実部会 ・宇治学部会

・事務部会 ・養教部会コーディネーター会

ブロック校長会

児童生徒交流の取組の充実を図る。

ことばの力、コミュニケーション能力の育成を図る。

夢や希望を持ち、未来をたくましく生きぬく児童生徒
教育

目標

平成27年度 南宇治中学校ブロック小中一貫教育

児童・生徒交流

小小連携

○中文拳交流（6/26 平盛小２年）

○授業体験・部活動体験（10/22 平盛小、西大久保小６年）

・小学生が授業と部活動を通して中学校生活を体験

○児童会生徒会合同あいさつ運動（11/10～11/13）

・三校の校門前であいさつ運動を実施

○地域清掃ボランティア活動

・校区内を三校の児童生徒で清掃活動

○中学校入学説明会

○中学生によるクラブ支援

・1/15 平盛小（野球）

・1/26西大久保小（美術）

○合同研修会・各部会（5/14、5/21、6/25）

○夏期合同研修会・各部会（8/20）

○授業研究会

・外国語活動部（10/13 平盛小、11/11 南宇治中）

○宇治学小小連携授業

・「帰国児童生徒理解学習」西大久保小６年

（平盛小日本語教室担当・南宇治中中文

拳）

推進委員会推進組織

成果と課題

取組の

重点

・年間計画に基づいて、児童・生徒の交流の機会を数多く持ち、小中間のつなが りを

深めることができた。小小連携を意識した取組も実施できた。また、教職員研修も実り

あるものとなった。

・学力の向上をいかに進めていくかが課題である。

・コーディネーター会、推進委員会を計画的に実施し、実りのある取組を推進する。

・９年間を見通した系統的・継続的な学習指導のあり方を追求し、学習指導を進め、

実践する。

・図書室や学校司書を活用し、ことばの力の育成を図る。

・小中一貫だより、学校だよりをはじめとして、積極的に保護者、地域へ情報を

発信する。

○「読書の木」の取組

○小学生新聞、中高生新聞の活用

○学校司書を活用した授業

ことばの力育

教職員研修

○小中一貫教育掲示板へのニュース等掲示

○他校、地域に学校だよりを配布

○「小中一貫教育だより」の発行

○小中合同あいさつ運動への保護者の参加

家庭・地域との

連携

平成28年度に向けて



・児童会、生徒会を中心に多彩な取組を進めることができた。
・小中一貫教育を支える小小連携に力を入れ取組を進めることができた。
・３校の授業研究会へ参加し合い、各校での「伝え合う力」を育てる授業の研究に生かすことができた。
・小学校での児童の学習や生活の様子を知る機会として、中学校教員による小学校体験研修を行うこと

ができた。
・３校合同での地域懇談会や PTA・育友会懇談会を開催するなど、学校、家庭、地域で連携・協力しな

がら小中一貫教育を進めることができた。
・３校の行事予定表や HOOP（宇治ひろの学園小中一貫だより）を作成して家庭や地域に配付し、小
中一貫教育について積極的に情報発信することができた。

・他地域からの視察を受け入れ、本学園の小中一貫教育の取組を広めることができた。

・各校の教職員の交流や共同研究を充実させ、教職員の意識や日常的な取組を定着させる。
・小小連携を更に充実させて有効活用し、無理なく効果的な小中一貫教育の取組を進めていく。
・中学校ブロックとして、学力充実に焦点化した取組をさらに推進する。
・家庭、地域に対して「目に見える取組」を更に展開していく。

★児童生徒が交流する取組

・HOT-MEETING（3 校合同児童生徒会）の実施
・HOT-STUDY（中学校 新入生半日入学）
・3 校でのエコキャップ・プルタブの回収
・ｸﾗﾌﾞｱｼｽﾀﾝﾄﾃｨｰﾁｬｰ（中学生の小学校クラブへの参加）
・中学生による小学生への紙芝居の読み聞かせ
・福島ひまわり里親プロジェクトへの参加 他

★学力充実の取組

・板書カード・授業システム・家庭学習の手引き
・全国学力・学習状況調査、府学力診断テスト、CRT

テストの結果分析と課題の共通理解
・小学校高学年での「教科担当制」
・中１振りスタへの小学校教員の参加 他

★教職員が交流・共同研究する取組

・宇治ひろの学園研究会の開催
（5 月総会、8 月夏季合同研修会）

・2 小学校教員による小小交流の充実
・各校授業研究会への参加
・小学校教員による中学校の部活動見学
・中学校教員による小学校体験研修の実施 他

★保護者・地域と交流する取組

・広野中学校吹奏楽部定期演奏会 in 大久保小学校
「オータムメモリーコンサート」の開催

・3 校合同地域懇談会の開催
・3 校合同 PTA・育友会懇談会の開催
・子どもの主張大会（大久保学区青少協主催）他



平成２７年度 東宇治中学校ブロック
(東宇治中･岡屋小･南部小･三室戸小)

小中一貫教育の全体像

推進組織

ブロック校長会議

ブロック教頭会議 コーディネーター会議

育友会･ＰＴＡ

児童生徒交流部会 算数･数学部会 社会部会
東宇治ふれあいネット 児童生徒理解部会 図画工作･美術部会 道徳部会

児童生徒学力充実部会 外国語活動･英語部会 音楽部会

取組の実際
児童･生徒交流

教職員研修 ○小学生の中学校体験入学(11/12)
○小中合同研修会(6/12･8/21･11/19) ○中学２年生の小学校での職場体験(5/28･29)

○小中合同研究授業(11/19 会場:南部小) ○エコキャップ回収運動(セレモニー2/17)

○相互授業参観 ○中学生の美術作品巡回展示(2学期)
・小学校から中学校授業参観(6/12) ○花植ボランティアによるプランター贈呈

・中学校から小学校授業参観(6/16) ○小学校育友会行事での生徒会による出し物
○教職員広報の発行 ○地域行事での交流

○４校学校便りを教職員へ配布
○３小合同研修会＋合同学年会(8/21) 小中のスムーズな接続のために

○中学 1 年ふりスタへの小学校教員支援 ○スクールライフサポートブック配布(小学６年)

○４校学校便りを教職員へ配布 ○先スタ(中学入学前の学習)の配布(小学６年)
○小中連携教員による外国語活動指導(小学６年)

○東宇治中入学保護者説明会(12/1)
家庭･地域との連携 ○小中連絡会(5/19･12月･2月)

○小中一貫教育便りの発行(年間４号)
○「家庭学習の手引き」(統一版)の配布 小中一貫教育推進に関わって

○ＰＴＡ･育友会 保護者合同研修会(2/19) ○ブロック校長会議とコーディネーター会議の連携と定期開催

○小中一貫教育コーナー(掲示板)の設置 ○ブロック校長会議を中心にブロック運営委員会で推進の方向性
○小中一貫教育リーフレットの配布(小学１年･転入生) を確認しながら、取組の進行管理を行う。

○「おおばくまつり」(東宇治ふれあいネット12/11) ○小中一貫教育の進捗状況を教職員広報を発行し全教職員に周知

宇治市小中一貫教育

学校が変わり、地域が変わり、そして、

子どもたちが光り輝く小中一貫教育

教育目標 「命をかがやかす人間」

めざす児童・生徒像 「自ら学び学習する児童・生徒」 「思いやりのある児童･生徒」

「たくましく生きる児童・生徒」 「健康や安全を考える児童・生徒」

ブロック運営委員会

成果と課題

○本ブロック児童･生徒の実態を踏まえた､指導を通した合同研究･合同研修の流れを確立することができた｡
○様々な形式での児童･生徒交流や地域･家庭連携のための情報発信･取組を積極的に進めることができた｡
○ブロック校長会議を中心に､コーディネーター会議で調整を図りながら､様々な取組を推進することができた｡
○児童･生徒を｢命かがやく人間｣に成長させるために､学力や生活課題を一層明確にし､課題解決に向けた焦点
を絞った総合的な取組を進める必要がある。

平成28年度に向けて

これまでの成果と課題を踏まえた取組を推進しながら、｢義務教育９年間の系統的･統一的な指導で確かな学
力と生きる力を身に付ける｣という視点で、取組の点検･評価･改善を進め、本ブロック小中一貫教育の一層の
推進を図る。

研究授業のための教科･領域部会推進３部会



木幡中学校ブロック平成２７年度 宇治市小中一貫教育

各校の小中一貫教育コーナーの設置

小中一貫だより（児童生徒保護者向け・教職員向け）の配布

中学校生活だより 6 年生への配布（笠取小・笠取二小は５・６年生）

青少協事業で取組紹介

運動会・体育祭・文化祭へ相互参観

小学生半日体験入学（11／12）

中学校部活による小学校訪問

・駅伝指導・吹奏楽部演奏会

児童会生徒会あいさつ運動

三校交流による小小連携

学習の手引き・春休みの宿題

取組の内容は、本年度と同じ方向性で計画する。

領域連絡会の在り方については、その役割を既存の部会等に移行す

る。

児童・生徒交流は実施内容を再考する。

小中一貫教育の各取組は、予定通り実施出来た。

研究授業の方向性を全教科で統一し実施した。

領域部会を領域連絡会に改名し、どちらかに教員が参画し、重複の課題をなくした。

領域連絡会は、会議の在り方や持ち方等に課題を残す。また、小中の児童・生徒交流

は実施内容に再考を要する。

・６ 領 域 連 絡 会

・８ 教 科 部 会

故郷（ふるさと）で夢や希望をはぐくみ、未来を切り拓く児童生徒
教育目標

推進組織

ブロック校長会

ブロック教頭会

推進委員会

児童・生徒交流

取組の実際

保護者・地域連携

成果と課題

平成２８年度に向けて

・小中連絡会（5／12）

・合同研修会

第１回（6／10）全体会・教科部会・領域連絡会

第２回（8／20）全体会・教科部会・領域連絡会

第 3 回（11／24）研究授業・教科部会・領域連絡会

中学校教職員の小学校への参観（3 学期）

小学校教職員の中学校文化祭への参加案内

教科連携（体育）

教職員研修



領域Ａ部会
・学力充実

・生徒指導

・教育相談

・特別支援

・特別活動

職員会議

企画委員会

・高い志を持って、学びの道を究める人（質の高い学力）

・さわやかな心、優しい心を持った人（豊かな人間性・社会性）

高い志を持ち、他者と協調しながら、たくましく生き抜く人間を育成す教育目標

平成27年度 宇治黄檗学園 宇治市立黄檗中学校 宇治市立宇治小学校

めざす子ども像

◇小中英語教育の拡充強化・高度化に向けた実践研究

◇「ことばの学び」心と体を動かし、伝え合う力をたかめる指導の工夫

◇小学校高学年における教科担任制（音楽科、家庭科、外国語活動)

◇「家庭学習の手引き」の活用

◇シラバスの公開

◇中期合同学習（きずな科）の充実

◇前期、中・後期で連携した生徒指導体制

◇教育相談活動の充実

◇学園会活動の充実

◇縦割り活動（１～6年）

◇OBAKUミーティング（6・7年児童生徒交流）

◇黄檗Waｌｋer(1・9年児童生徒交流）

◇関係団体組織を小中一貫校の組織に改編

（育友会（PTA）、教育後援会等）

◇中学生が様々な行事にボランティア参加

（子どもフェスティバル等）

◇赤ちゃん交流（9年生と赤ちゃんの交流）

◇親のための進路セミナー

学校経営方針

取組の実際

※推進組織はすべて小

中合同で運営

領域Ｂ部会
・教科部会

・専門教育部会

前中後期主任会

9年間の系統的な学習指導 9年間の継続性のある生徒指導

家庭・地域社会と

進める学校づくり

小中学校が

一体化した学校運営

1～9年生が共に学ぶ中で、下級生は上級生の背中を見て学び、上級生はその自覚を持つことで自律的な

態度を身に付けています。また、児童生徒の発達の特性に基づく、前期・中期・後期の3ステージを意識した

指導、学校行事での児童・生徒相互乗り入れ等の取組により、9年間を通した自己実現力を育成すると共に、

小学校から中学校へのなだらかな接続が、「中1ギャップ」の解消につながっています。また、心と体を動かし、

伝え合う力を高める指導の工夫「ことばの学び」を全ての教科・領域で実践するとともに、そこで培われた「こ

とばの力」を基盤とした英語教育の先進的な取り組みの実践を進めています。

平成28年度は、これまでの成果を着実に継承していくとともに、児童生徒、保護者、地域の皆様の声に真

摯に耳を傾け、より教育効果の高い実践を進めます。また、「ことばの学び」と、それを基盤とした小中英語

教育の拡充強化・高度化に向けた実践研究をさらに充実させ、9年間の学びで「質の高い学力」を育てたい

と考えています。

平成28年度に向けて

成果と課題






